
後ろの風景 

 
すっかり陽が沈んだ道 
ふと車止めて振り返る橋の向こう 
まだ白く光る いただきが 
険しい山並み ああ 
 
いま走りすぎていく 
帰りの下ってゆく道 
ずっとカーブ続きで 
その先もよく見えないよ 
 
ギアを下げて 
ブレーキまでエンジン任せで 
ひたすら走りいつも感じる 
後ろの風景 
 
 
とっぷり暮れてしまった道 
ふと見上げるバックミラーに 
追いかけられるよう時折映って 
さっきの山並み ああ 
 
いま通り過ぎてゆく 
いつもと違う時間 
そこはただ名残惜しい 
なんとも言えない非日常 
 
我に帰りブレーキ踏む 
スピード抑えて 
ひたすら走りいつも感じる 
後ろの風景 
 
いま走りすぎていく暗い山あいの道 
長い休日の終わり 
なんとも言えない寂しさ 
 
ギアを戻し静かになった 
エンジンの音で 
また始まる日常のような平坦な道 
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